
一 般 質 問

　
　
保
育
園
や
幼
稚
園
等
の
支
援
は

　
近
年
、
医
療
的
ケ
ア
児
や
障
が
い
児

の
受
け
入
れ
等
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
保

育
が
園
に
求
め
ら
れ
る
中
で
、
保
育
士

確
保
や
運
営
費
負
担
増
等
の
課
題
が
山

積
し
て
い
る
。
市
と
し
て
、
補
助
金
な

ど
更
な
る
支
援
策
は
な
い
の
か
。

　
子
育
て
環
境
の
充
実
の
見
解
は
。

　
　
検
討
し
て
次
年
度
に
つ
な
げ
た
い

　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
保
育
で
の
保
育
士

の
加
配
は
、
各
園
が
状
況
に
応
じ
て
対

応
し
て
い
る
。
保
育
士
の
経
験
不
足
や

保
護
者
支
援
等
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
継
承
が

困
難
な
場
合
が
あ
る
。
加
配
保
育
士
の

増
加
に
伴
い
、
園
の
人
件
費
の
負
担
増

に
も
な
っ
て
い
る
。
私
立
幼
稚
園
の
現

状
把
握
は
し
て
い
な
い
が
、
今
後
は
把

握
に
努
め
て
い
く
。
補
助
金
は
近
隣
自

治
体
と
比
較
し
て
少
な
い
。
保
育
士
の

宿
舎
借
り
上
げ
補
助
期
間
の
延
長
も
検

討
す
る
。
今
年
度
か
ら
こ
ど
も
家
庭
部

が
で
き
た
の
で
し
っ
か
り
と
検
討
し
、

今
後
の
施
策
に
結
び
付
け
た
い
。

　
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
と
し
て
、
子

育
て
環
境
の
充
実
を
行
い
た
い
。

▲園児も増えるが、さまざま
な負担も増える園

未就学児の保育・教育環境充実の考えは

　
　
新
設
校
予
定
地
の
客
観
的
評
価
は

　

新
設
校
予
定
地
の
安
全
性
に
つ
い

て
、
専
門
家
の
客
観
的
評
価
を
得
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
令
和
９
年
度
開
校
予
定
の
建

設
が
計
画
通
り
に
進
ん
で
も
、
令
和
９

～
10
年
度
の
各
校
児
童
・
生
徒
数
は
、

福
間
小
１
２
３
０
人（
５
・
８
㎡
）、
福

間
南
小
は
１
５
８
０
人（
４
・
７
㎡
）、

福
間
中
が
１
５
９
０
人（
８
・
８
㎡
）。

保
護
者
や
住
民
と
の
合
意
形
成
で
、
バ

ス
活
用
も
視
野
に
、
校
区
外
通
学
制
度

の
活
用
や
校
区
再
編
を
す
み
や
か
に
実

施
す
べ
き
で
は
。
※
カ
ッ
コ
内
は
一
人

当
た
り
屋
外
運
動
場
面
積
、
標
準
は
小

学
校
10
㎡
、
中
学
校
12
～
14
㎡
。

　
　
県
公
表
を
元
に
対
策
整
備
を
す
る

　
新
設
校
予
定
地
の
専
門
家
に
よ
る
安

全
性
調
査
を
す
る
予
定
は
な
い
。
県
公

表
の
災
害
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
た
め
、

２
ｍ
か
さ
上
げ
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
教
育
懇
話
会
か
ら
も
過
大
規
模
校
対

策
と
し
て
、
新
設
校
や
校
区
再
編
な
ど

の
意
見
を
受
け
て
い
る
。
市
民
が
納
得

す
る
よ
う
な
形
で
検
討
し
た
い
。

▲子どもたちに十分な運動場
面積の確保を

学校新設しても過密解消対策が必要では
戸田 進一 議員

過密緩和策は市民への影響大、納得できる形で進めたい

子育てしやすいように環境を整備することが重要である

中村 清隆 議員

答 弁

答 弁

　
　
住
民
の
意
見
聴
取
が
必
要
で
は

　
東
福
間
駅
周
辺
の
活
性
化
は
、
東
福

間
団
地
、
若
木
台
団
地
、
桜
川
団
地
、

あ
け
ぼ
の
団
地
と
そ
の
周
辺
を
含
め
た

６
３
３
６
世
帯
、
人
口
１
万
４
１
１
８

人
を
対
象
と
し
て
い
る
。
空
き
家
対
策

や
未
利
用
地
の
活
用
、
交
通
に
か
か
わ

る
課
題
等
の
解
決
で
に
ぎ
わ
い
再
生
を

図
っ
て
い
る
。
宗
像
市
日
の
里
団
地
の

再
生
の
よ
う
に
、住
民
の
意
見
を
聞
き
、

官
民
連
携
で
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
、
市
長
の
考
え
は
。

　
　
意
見
交
換
し
な
が
ら
進
め
て
い
く

　
に
ぎ
わ
い
再
生
計
画
は
駅
周
辺
の
限

定
し
た
エ
リ
ア
で
進
め
て
い
る
。
コ
ロ

ナ
の
影
響
も
あ
っ
て
、
こ
こ
３
～
４
年

は
地
域
と
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
な
か

っ
た
。
今
後
、
既
に
あ
る
資
源
の
活
用

や
未
利
用
地
の
活
用
な
ど
に
つ
い
て
地

域
と
意
見
交
換
を
行
い
、
進
め
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
交
通
に
か
か
わ
る
課
題

は
、
交
通
体
系
協
議
会
で
議
論
を
行
っ

て
い
る
。駅
は
交
通
の
結
節
点
な
の
で
、

交
通
の
あ
り
方
な
ど
を
含
め
て
計
画
を

し
っ
か
り
進
め
て
い
き
た
い
。

▲団地再生が進む、宗像市日
の里

東福間駅周辺を官民連携で取り組んでは
榎本 博 議員

拠点整備基本方針にも掲げており連携し進めていきたい答 弁

一般質問は、議員が市長や教育委員会などに対して、市政全般の
執行状況や方針等を問うたり、説明を求めたりするものです
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QRコードから録画配信にアクセスできます

　
　
事
業
債
活
用
で
防
災
力
の
強
化
は

　
近
年
の
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
に
備

え
、
国
の
各
種
事
業
債
を
活
用
し
、
河

川
の
土
砂
撤
去
や
樹
木
伐
採
な
ど
の
防

災
対
策
を
強
化
す
べ
き
で
は
。

　
ま
た
、
本
市
は
土
砂
災
害
の
危
険
性

が
高
い
放
置
竹
林
が
多
い
。
竹
の
利
活

用
で
新
た
な
産
業
を
創
出
し
、
循
環
型

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
事
業
債
活
用
で
安
心
安
全
を
推
進

　
充
当
率
、
交
付
税
措
置
率
が
高
い
緊

急
防
災
・
減
災
事
業
債
、
緊
急
浚
渫
推

進
事
業
債
等
は
、
近
隣
自
治
体
の
状
況

を
調
査
し
、
条
件
を
整
理
す
る
。
活
用

可
能
な
ら
ば
事
業
債
を
用
い
て
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
た
い
。

　

竹
林
は
災
害
時
の
懸
案
箇
所
で
あ

る
。
ま
た
鳥
獣
の
す
み
か
に
も
な
る
た

め
対
策
が
必
要
で
あ
る
。「
森
林
環
境

譲
与
税
」を
活
用
し
竹
を
利
活
用
す
れ

ば
、
災
害
対
策
、
農
業
政
策
に
も
有
効

で
あ
り
、
経
済
効
果
も
期
待
で
き
る
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
な
ら
で
は
の
取

り
組
み
と
し
て
、
産
官
学
連
携
事
業
と

し
て
、
ぜ
ひ
推
進
し
た
い
。

▲竹林による土砂災害

防災と循環型社会の実現に竹の利活用は
SDGs未来都市・福津市としても、ぜひ進めていきたい

井手口 忠信 議員

答 弁

▲地域活動支援の様子

　
　
地
活
Ⅲ
型
の
市
内
委
託
事
業
所
は

　
障
が
い
者
等
が
通
う
、
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
Ⅲ
型
の
委
託
事
業
所
は
宗

像
市
し
か
な
く
、
距
離
的
に
通
え
な
い

人
が
い
る
。
実
際
に
、
福
津
市
か
ら
通

う
に
は
自
転
車
や
自
家
用
車
で
通
う
場

合
が
大
半
で
、
移
動
の
リ
ス
ク
の
考
慮

が
必
要
で
あ
る
。
自
転
車
で
の
通
所
な

ら
ば
、
猛
暑
で
熱
中
症
の
リ
ス
ク
も
高

ま
る
。
市
内
事
業
所
に
委
託
す
る
考
え

は
。

　
ま
た
、
委
託
費
は
１
日
一
人
当
た
り

１
６
０
０
円
で
、
石
油
や
電
気
料
金
等

の
高
騰
で
採
算
が
合
わ
な
い
。
そ
の
た

め
、
市
内
の
事
業
所
が
手
を
挙
げ
な
い

の
で
は
。
委
託
料
の
見
直
し
や
優
遇
措

置
な
ど
の
検
討
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
次
期
計
画
で
必
要
性
も
検
討
す
る

　
現
在
、
次
期
の
障
が
い
者
福
祉
計
画

を
策
定
中
で
、
市
内
委
託
事
業
所
の
必

要
性
も
含
め
て
調
査
し
検
討
す
る
。

　
委
託
料
の
見
直
し
は
、
コ
ロ
ナ
後
の

物
価
高
騰
も
あ
る
の
で
、
近
隣
市
を
交

え
て
事
業
所
と
協
議
し
た
上
で
進
め
て

い
き
た
い
。

地域活動支援センター委託料を見直しては
大山 隆之 議員

現在の石油や電気料金等の物価高騰も考慮し協議したい答 弁

　
　
３
歳
児
保
育
導
入
の
弊
害
は

　
公
立
幼
稚
園
は
教
育
行
政
の
管
轄
下

で
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
が
図
れ
、

市
の
教
育
の
質
の
向
上
に
貢
献
す
る
存

在
で
あ
る
。
魅
力
あ
る
幼
稚
園
に
す
る

た
め
に
３
歳
児
保
育
を
導
入
し
て
は
。

　
神
興
幼
稚
園
の
課
題
は
園
舎
の
老
朽

化
と
園
児
が
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
園

舎
が
古
い
こ
と
で
園
児
の
安
全
面
や
教

育
環
境
等
に
問
題
は
生
じ
て
い
な
い
の

か
。
ま
た
、
園
児
が
少
な
い
こ
と
で
教

育
環
境
低
下
等
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
考
え

ら
れ
る
が
、
対
策
は
あ
る
か
。

　
　
弊
害
は
な
い
が
、
今
後
検
討
す
る

　
神
興
幼
稚
園
の
３
歳
児
保
育
導
入
に

関
し
て
教
員
数
の
課
題
は
な
い
と
し
て

も
、
市
全
体
の
幼
児
教
育
の
在
り
方
を

踏
ま
え
な
が
ら
今
後
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

　
園
舎
は
築
50
年
だ
が
、
教
育
環
境
や

安
全
面
に
支
障
は
な
い
。
園
児
が
少
な

い
こ
と
は
個
に
応
じ
た
教
育
に
つ
な
が

っ
て
い
る
。
園
児
の
募
集
は
広
報
で
周

知
し
、
未
就
園
児
に
園
開
放
で
子
育
て

支
援
等
を
行
っ
て
い
る
。

▲市内唯一の公立幼稚園

市立神興幼稚園に３歳児保育を導入しては
岩下 豊 議員

市の政策を考えながら総合的に判断していく必要がある答 弁
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一 般 質 問

　
　
子
ど
も
の
人
権
擁
護
の
啓
発
は

　
こ
ど
も
基
本
法
に
は
、
子
ど
も
の
人

権
を
守
る
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
本

市
の
子
ど
も
を
守
る
体
制
の
現
状
と
課

題
は
。

　
神
興
東
小
学
校
で
は
、「
み
と
り
共

有
シ
ー
ト
」を
作
成
し
、
子
ど
も
た
ち

の
様
子
を
普
段
か
ら
確
認
し
て
い
る
。

ま
た
宗
像
市
等
で
は
、
子
ど
も
の
権
利

救
済
委
員
が
学
校
に
赴
き
、
相
談
し
や

す
い
体
制
を
作
っ
て
い
る
。
本
市
で
も

体
制
を
整
え
て
い
け
ば
、
子
ど
も
た
ち

が
相
談
し
や
す
く
な
る
の
で
は
。

　
　
各
機
関
と
歩
調
を
合
わ
せ
進
め
る

　
家
庭
児
童
相
談
室
や
子
育
て
世
代
包

括
支
援
課
、
幼
保
、
学
校
と
連
携
を
密

に
し
て
い
る
が
、
虐
待
件
数
は
増
加
し

て
い
る
。
解
決
に
長
時
間
か
か
る
こ
と

も
あ
り
、
相
談
員
の
負
担
が
増
加
し
て

い
る
。専
門
職
の
人
員
確
保
に
努
め
る
。

　
各
学
校
は
児
童
・
生
徒
の
状
況
を
把

握
で
き
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
子

ど
も
た
ち
か
ら
の
相
談
数
は
少
な
い
の

で
、
相
談
窓
口
を
含
め
、
体
制
の
改
善

を
図
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

▲小学校の「みとり共有シー
ト」の一部

子どもの命を守るために進めていく事は
石田 まなみ 議員

子どもからの発信を受ける相談窓口などを設置していく答 弁

　
　
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
反
映
は

　
津
屋
崎
行
政
セ
ン
タ
ー
は
津
屋
崎
エ

リ
ア
の
行
政
拠
点
で
あ
る
。
津
屋
崎
行

政
セ
ン
タ
ー
の
今
後
に
つ
い
て
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
が
、
結
果
を
ど

の
よ
う
に
反
映
さ
せ
る
考
え
か
。

　
分
庁
方
式
の
時
の
業
務
内
容
に
戻
す

べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　
　
関
係
部
署
と
協
議
を
進
め
て
い
く

　
多
く
の
市
民
が
津
屋
崎
行
政
セ
ン
タ

ー
の「
窓
口
業
務
の
継
続
」を
回
答
し
、

行
政
相
談
窓
口
の
設
置
を
望
む
意
見
も

あ
っ
た
。
こ
の
結
果
を
受
け
、
現
在
の

窓
口
業
務
の
継
続
を
第
一
に
考
え
て
い

る
。
相
談
窓
口
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
は
実

現
性
と
必
要
性
を
検
討
し
た
い
。
限
ら

れ
た
ス
ペ
ー
ス
と
人
員
で
ど
の
よ
う
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
か
、
引
き
続

き
関
係
部
署
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

　
合
併
の
前
提
と
な
る
も
の
が
根
底
に

あ
る
の
で
、
財
政
面
や
費
用
対
効
果
の

面
か
ら
支
所
的
な
も
の
を
な
く
す
の
は

違
う
と
考
え
る
。
旧
両
町
の
バ
ラ
ン
ス

を
再
度
遡
及
し
て
確
認
し
、
人
口
増
加

対
応
を
含
め
て
、今
後
に
生
か
し
た
い
。

▲津屋崎行政センターの
　今後は

行政センターの業務を分庁時に戻しては
米山 信 議員

旧両町のバランスを再度確認し、今後の対応に生かしたい答 弁

みとり共有シート
年　月　日　　　　　年　組　氏名（　　　　　　　）

登校時 チェック
登校時のメンバーが変わる
昨日と同じ服
不衛生（髪・服・目や口）
虫刺され（自宅に入れてもらえない）

授業中 チェック
着替えたがらない（LGBTQ・痣可能性あり）
立ち歩く・離席
保健室に行きたがる（腹痛・頭痛など）
急に先生に話しかけてくるようになった
テンションが高い
いつもニコニコしている

　
　
計
画
化
に
は
推
進
室
が
必
要
で
は

　
市
は
昨
年
12
月
に
２
０
５
０
年
ま
で

に
Ｃ
Ｏ

²実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す「
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」を
し
た
。
市

に
は
総
合
的
な
環
境
に
関
す
る
基
本
計

画
は
あ
る
が
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
特
化

し
た
計
画
は
未
策
定
で
あ
り
、
単
発
で

の
事
業
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
実
行

計
画
で
あ
る「
地
方
公
共
団
体
実
行
計

画（
区
域
施
策
編
）」の
早
急
な
策
定
が

求
め
ら
れ
る
。
計
画
化
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
部
署
が
関
わ
る
た
め
、「
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
推
進
室
」を
設
置
す
べ
き
で
は
。

　
　
推
進
室
の
設
置
は
考
え
て
い
な
い

　
人
的
資
源
は
厳
し
い
状
況
だ
が
、
部

署
を
超
え
た
横
断
的
な
チ
ー
ム
設
置
も

視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　
宣
言
後
は
広
報
ふ
く
つ
に
よ
る
複
数

回
の
周
知
啓
発
や
省
エ
ネ
家
電
買
換
え

補
助
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
今

後
、
指
摘
の
区
域
施
策
編
も
含
め
、
具

体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
策
定
は
必

要
と
認
識
し
て
い
る
。
市
と
し
て
、
２

０
５
０
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
達
成
の
た
め

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

▲宣言でエールを送った
　県マスコットのエコトン

ゼロカーボンシティ宣言後の取り組みは
中村 恵輔 議員

市全体で横断的に各部署と連携して計画化に取り組む答 弁
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QRコードから録画配信にアクセスできます

　
　
教
育
機
会
を
均
等
に
受
け
る
に
は

　
教
育
基
本
法
で
は
、「
等
し
く
そ
の
能

力
に
応
じ
た
教
育
を
受
け
る
機
会
を
与

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」「
必
要
な
支
援

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
さ
れ

て
い
る
。
本
市
の
通
級
指
導
教
室
設
置

規
則
で
は
、
保
護
者
の
送
迎
が
必
要
と

さ
れ
て
お
り
、
送
迎
が
出
来
ず
に
通
級

を
諦
め
て
い
る
子
ど
も
が
い
る
。
こ
れ

は
、
支
援
を
受
け
る
機
会
を
失
っ
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
現
在
、
通
級
指
導
教

室
を
利
用
し
て
い
る
家
庭
で
も
無
理
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
聞
く
。
巡

回
指
導
は
実
施
で
き
な
い
か
。
ま
た
、

送
迎
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
ふ
く
つ
等
の
第
三
者
の
手
を
借

り
る
こ
と
も
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

　
　
保
護
者
が
最
適
な
方
法
を
選
択

　
通
級
し
な
い
理
由
の
全
て
が
送
迎
で

き
な
い
か
ら
で
は
な
い
。
巡
回
指
導
は

現
時
点
で
は
困
難
で
あ
る
。
送
迎
の
安

全
性
の
確
保
や
指
導
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
な
ど
を
考
え
、
原
則
、
保
護
者
同
伴

だ
が
、
第
三
者
も
可
能
で
あ
る
。
保
護

者
が
最
適
な
方
法
を
選
択
で
き
る
。

▲送迎にファミサポの活用も

通級指導教室送迎を第三者に依頼しては
豆田 優子 議員

原則は保護者だが第三者の手を借りることも可能である答 弁

　
　
減
免
変
更
に
苦
情
、
方
針
説
明
は

　
市
立
学
校
の
施
設
の
開
放
に
関
す
る

条
例
施
行
規
則
と
市
体
育
施
設
条
例
施

行
規
則
で
は
、
市
内
に
居
住
す
る
心
身

障
が
い
者
や
市
内
の
小
・
中
・
高
校
生

を
主
体
と
す
る
団
体
が
利
用
す
る
と
き

は
、
使
用
料
を
全
額
減
免
で
き
る
と
さ

れ
て
い
る
。
減
免
変
更
の
説
明
を
し
た

と
の
こ
と
だ
が
、
利
用
者
か
ら
苦
情
の

声
が
上
が
っ
て
い
る
。障
が
い
者
や
小・

中
・
高
校
生
の
団
体
の
使
用
料
全
額
減

免
は
継
続
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の

減
免
基
準
の
改
定
方
針
は
。

　
　
利
用
者
に
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く

　
昨
年
２
回
説
明
会
を
開
き
、
利
用
者

に
基
本
方
針
に
掲
げ
た
減
免
基
準
の
説

明
を
し
た
。
公
益
性
の
観
点
で
基
本
方

針
を
統
一
し
、
基
準
に
沿
っ
て
見
直
し

た
も
の
だ
っ
た
。
現
在
、
障
が
い
者
な

ど
の
社
会
参
加
を
促
進
す
る
観
点
や
青

少
年
育
成
の
観
点
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

視
点
か
ら
再
検
証
し
て
い
る
。
減
免
に

つ
い
て
は
、
再
度
、
基
準
を
決
め
た
上

で
、
利
用
者
に
丁
寧
な
説
明
を
行
っ
て

い
く
。

▲減免基準が見直されようと
している福間体育センター

障がい者や生徒等の使用料減免見直しは
障がい者の社会的参加と青少年育成の観点から再検証中

尾島 武弘 議員

答 弁

　
　
農
業
者
へ
の
予
算
増
額
の
検
討
は

　
本
市
は
農
業
を
基
幹
産
業
と
し
て
位

置
付
け
て
い
る
が
農
業
振
興
の
ビ
ジ
ョ

ン
は
な
い
。
鎌
倉
市
は
鎌
倉
ブ
ラ
ン
ド

の
推
進
や
国
の
農
業
政
策
な
ど
も
反
映

し
た
農
業
振
興
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成
し

て
い
る
。
本
市
で
の
作
成
の
検
討
は
。　

　
農
業
振
興
に
は
、
農
業
予
算
の
増
額

が
必
須
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
次
年
度

以
降
の
検
討
は
。
ま
た
、
農
業
分
野
へ

の
人
員
配
置
の
見
直
し
や
増
員
を
希
望

す
る
が
、
見
解
は
。

　
　
補
助
を
し
っ
か
り
と
考
え
た
い

　
本
市
独
自
の
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を

作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

都
城
市
の
取
り
組
み
な
ど
の
先
進
事
例

も
参
考
に
、
本
市
の
農
業
を
し
っ
か
り

と
守
り
、
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　
肥
料
や
燃
料
の
物
価
高
騰
な
ど
で
農

業
が
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
農
業
を
主

と
し
て
取
り
組
む
農
業
従
事
者
へ
の
補

助
を
し
っ
か
り
と
考
え
た
い
。
農
業
の

地
域
計
画
を
進
め
て
い
く
上
で
、
必
要

に
応
じ
て
職
員
配
置
の
見
直
し
や
増
員

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

▲農業振興ビジョンの作成と
農業者への支援を

農業振興ビジョンを作成するべきでは
福井 崇郎 議員

本市独自の農業振興ビジョンを作っていく必要がある答 弁
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一 般 質 問QRコードから録画配信にアクセスできます

　
　
郷
づ
く
り
か
ら
の
要
望
の
認
識
は

　
現
在
、
福
間
地
域
や
福
間
南
地
域
な

ど
３
５
０
０
世
帯
以
上
の
地
域
に
は
、

郷
づ
く
り
推
進
事
業
交
付
金
に
不
公
平

が
生
じ
て
い
る
と
考
え
る
。
人
口
規
模

の
多
い
郷
づ
く
り
か
ら
の
要
望
等
を
ど

う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
を
目
指
す
福
津

市
は
、
適
切
な
算
定
基
準
に
基
づ
く
交

付
金
の
公
平
性
が
問
わ
れ
て
い
る
。
見

直
し
が
必
要
と
考
え
る
が
、
時
期
は
。

　
　
交
付
金
に
地
域
差
が
あ
る
と
認
識

　
大
幅
に
世
帯
や
人
口
が
増
え
た
地
域

が
あ
り
、
一
人
当
た
り
に
換
算
し
た
交

付
金
に
地
域
差
が
生
じ
て
い
る
。
算
定

方
法
の
見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
と

の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
共
働
推
進
会
議
で
は
、
こ
の

交
付
金
の
在
り
方
を
柱
の
一
つ
と
し
て

審
議
し
て
い
る
。
10
月
に
中
間
報
告
を

受
け
た
後
、
年
度
末
に
答
申
を
受
け
る

予
定
と
な
っ
て
い
る
。
中
間
報
告
を
受

け
た
時
点
で
、
早
急
に
反
映
で
き
る
部

分
が
あ
る
か
否
か
、
す
ぐ
に
検
討
に
入

り
た
い
。

公平な郷づくり交付金にすべきでは
佐伯 美保 議員

共働推進会議の中間報告を受け早急に対応できるか検討答 弁

　
　
支
援
は
い
つ
か
ら
取
り
組
む
の
か

　
漁
業
者
へ
の
支
援
は
、
漁
業
者
が
減

り
、増
え
な
い
理
由
は
ど
う
考
え
る
か
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
重
な
っ
て
漁
業

者
が
減
っ
て
い
る
。
新
規
参
入
者
や
受

入
れ
る
側
へ
の
支
援
、
教
育
体
制
の
整

備
、
独
立
資
金
の
援
助
、
漁
以
外
の
収

入
源
の
確
保
を
早
期
に
実
施
す
る
必
要

性
を
感
じ
る
が
、
見
解
は
。

　
　
今
後
、
漁
業
者
と
協
議
し
て
い
く

　
令
和
５
年
度
は
、
魚
礁
の
構
築
等
に

予
算
措
置
し
て
お
り
、
後
継
者
へ
の
支

援
予
算
は
な
い
。
漁
業
は
初
期
投
資
費

用
が
必
要
で
、
技
術
や
知
識
の
取
得
が

困
難
、
天
候
に
左
右
さ
れ
漁
獲
量
も
不

安
定
で
、
独
立
ま
で
に
期
間
を
要
す
る

な
ど
の
理
由
で
、
漁
業
者
が
増
加
し
て

い
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
後
継
者
支
援
が
必
要
な
事
は
承
知
し

て
い
る
。
高
額
な
初
期
投
資
が
障
害
と

な
る
た
め
、
そ
れ
を
補
助
す
る
必
要
性

は
理
解
で
き
る
が
、
実
施
す
る
の
は
難

し
い
。
漁
業
者
が
ノ
ウ
ハ
ウ
を
継
承
し

て
い
く
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。
今
後
、漁
業
者
と
協
議
し
て
い
く
。▲漁船が減った福間漁港

漁業新規参入者や後継者への支援は
令和５年度は後継者支援の予算措置や検討はしていない

山本 祐平 議員

答 弁

▲交付金を活用した郷づくり
子育て支援事業

　
　
誰
で
も
受
け
や
す
い
産
後
ケ
ア
は

　
国
は
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
ま
で
一

貫
し
た
伴
走
型
相
談
支
援
と
経
済
支
援

を
充
実
さ
せ
る
体
制
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
る
。
出
産
後
に
支
援
が
少
な
く
孤

立
す
る
家
庭
、
産
後
う
つ
や
虐
待
な
ど

の
リ
ス
ク
を
未
然
に
防
ぐ
目
的
が
あ

る
。
本
市
の
新
た
な
取
り
組
み
は
。

　
他
市
で
は
1
歳
未
満
の
家
庭
が
誰
で

も
受
け
や
す
い
産
後
ケ
ア
や
家
事
支
援

サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
本

市
の
産
後
ケ
ア
事
業
の
取
り
組
み
は
。

　
　
必
要
な
場
合
は
１
歳
ま
で
利
用
可

　
今
年
度
か
ら
産
後
ケ
ア
事
業
と
は
別

に
、
未
就
学
児
家
庭
に
家
事
や
育
児
を

訪
問
支
援
す
る
子
育
て
家
庭
訪
問
支
援

事
業
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
産
後
ケ
ア
事
業
は
宿
泊
型
・
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
型
・
訪
問
型
が
あ
り
、
市
で
は

生
後
４
カ
月
ま
で
と
し
て
い
る
。
1
歳

未
満
の
全
家
庭
を
対
象
と
す
る
に
は
受

皿
が
不
足
し
て
い
る
が
、
特
に
必
要
と

認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
１
歳
ま
で
利
用

で
き
る
。
状
況
に
応
じ
て
、
他
の
支
援

事
業
に
も
つ
な
げ
た
い
。

▲デイサービス型・産後ケア
で食事の提供を受ける産後
の母親

安心して出産や子育てできる取り組みは
中村 晶代 議員

今年度から子育て家庭訪問支援事業を実施して支援する答 弁
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議会を傍聴してみませんか
12月定例会

編集後記議会広報調査特別委員会

11月21日（火）開会
12月 ７日（木）閉会予定

今後の定例会

託児サービス
があります
※要事前予約

請願・陳情の受付締切　12月定例会の受付締切は11月10日（金）正午

「私たちの生活はどう変わったのでしょうか」
今号では、決算時期に合わせて、地域に関わる郷づ

くりの方々のご協力を得て、このテーマについて探り
ました。対談では、多くの課題を認識すると同時に、
地域の個性や魅力も再発見できました。ご協力いただ
いた皆様に心から感謝いたします。

（中村 恵輔）

発行責任者
委 員 長
副 委 員 長
委 員

髙山　賢二
福井　崇郎
中村　晶代
中村　恵輔
山本　祐平
井手口忠信
石田まなみ

議会中継・録
画配信をして
います

ふんちゃんを探せ！
ふんちゃんクイズ 答え

①8つ
②68,376人
③2億1,616万円

賛  否  表
結　
果

議員名

議案名

大
山　
隆
之

中
村　
恵
輔

山
本　
祐
平

岩
下　
　
豊

井
手
口
忠
信

倉
元　
敏
徳

佐
伯　
美
保

福
井　
崇
郎

秦　
　
　
浩

石
田
ま
な
み

中
村　
晶
代

尾
島　
武
弘

豆
田　
優
子

戸
田　
進
一

榎
本　
　
博

米
山　
　
信

中
村　
清
隆

髙
山　
賢
二

可決 議案第51号 令和５年度福津市一般会計補正予算（第３号）につ
いて ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

※
議
長
は
表
決
に
参
加
し
ま
せ
ん

可決 議案第52号 令和５年度福津市国民健康保険事業特別会計補正
予算（第１号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決 議案第53号 令和５年度福津市後期高齢者医療事業特別会計補
正予算（第１号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決 議案第54号 令和５年度福津市介護保険事業特別会計補正予算
（第１号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定 認定第  1号 令和４年度福津市一般会計決算の認定について ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

認定 認定第  2号 令和４年度福津市国民健康保険事業特別会計決算
の認定について ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

認定 認定第  3号 令和４年度福津市後期高齢者医療事業特別会計決
算の認定について ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

認定 認定第  4号 令和４年度福津市介護保険事業特別会計決算の認
定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定 認定第  5号 令和４年度福津市公共下水道事業会計決算の認定
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決 議案第55号 福津市宮司運動ホール条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決 議案第56号 福津市学校給食共同調理場条例を改正することに
ついて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決 議案第57号 福津市手数料条例及び福津市印鑑条例を改正する
ことについて ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

可決 議案第58号
福津市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
業の運営に関する基準を定める条例を改正するこ
とについて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決 議案第59号 財産の取得について ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

不採択 請願第  2号
福間漁港小型船舶係留等施設並びに津屋崎ヨット
ハーバーにおける業務委託管理業者の選定方式移
行に関する請願書

● ● ○ ○ ● ● ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ●

採択 請願第  3号 福津市子どもの権利に関する条例の制定を求める
請願書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

採択 請願第  4号 公共交通事業者事業継続支援に関する請願書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 発議第  6号 保育士等の配置基準の見直し等を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 発議第  7号 地方財政の充実・強化に関する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○は賛成　●は反対　ーは欠席　＊は棄権

９月定例会
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